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仲
間
と
競
争
せ
ず
、
弱
い
人
と
共
に
団
結
し
て
闘
お
う
。 

 

な
く
そ
う
差
別
！
運
転
免
許
証
の
本
籍
地
記 

仲
間
と
競
争
せ
ず
、
弱
い
立
場
の
人
と
共
に
団
結
し
て
闘
お
う
。 

期
間
雇
用
社
員
の
希
望
者
全
員
の
正
社
員
化
を
。 

め
ざ
せ
、
均
等
待
遇
、
な
く
そ
う
差
別
！ 

ユ
ニ
オ
ン
は
労
契
法
裁
判
に
勝
利
す
る
ぞ
！ 

 

X
（
旧
Ｔ
ｗ
ｉ
ｔ
ｔ
ｅ
ｒ
）
ペ
ー
ジ
を
開
設
し
ま
し
た
！

 
未
来
の
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
も
見
れ
ま
す
。
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ユ
ニ
オ
ン
長
崎
で
検
索
！

 

  
 

お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

会
社
の
人
事
評
価
制
度
で

は
、
評
価
に
納
得
で
き
な
か

っ
た
場
合
、
個
人
で
行
う
「
局

へ
の
苦
情
相
談
、
支
社
へ
の

苦
情
の
不
服
申
立
」
と
組
合

を
通
し
て
行
う
「
苦
情
処
理

会
議
」
の
２
通
り
の
方
法
が

あ
り
ま
す
。 

今
回
、
人
事
評
価
に
納
得

で
き
な
い
と
、
個
人
で
「
苦

情
相
談
」
を
申
立
て
た
組
合

員
か
ら
相
談
・
報
告
が
あ
り

ま
し
た
。
制
度
と
し
て
は
知

っ
て
い
て
も
実
際
、
ど
の
よ

う
な
こ
と
が
行
わ
れ
る
か
不

安
に
思
う
社
員
も
多
い
と
思

い
ま
す
。
来
年
度
以
降
人
事

評
価
に
納
得
で
き
な
い
人
が

制
度
を
利
用
で
き
れ
ば
良
い

と
組
合
員
の
報
告
を
掲
載
し

ま
す
。
制
度
の
理
解
を
深
め

て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。 

 

私
は
６
月
に
行
わ
れ
た
昨

年
度
の
人
事
評
価
で
「
お
客

様
サ
ー
ビ
ス
」「
業
務
プ
ロ
セ

ス
」「
正
確
・
迅
速
」
の
３
項

目
に
つ
い
て
評
価
結
果
が
下

が
り
ま
し
た
。
こ
の
評
価
に

納
得
で
き
な
か
っ
た
の
で
長

中
局
に
「
苦
情
相
談
の
申
立
」

を
行
い
ま
し
た
。 

８
月
１
日
に
総
務
部
長
よ

り
事
実
確
認
の
調
査
が
行
わ

れ
、
８
月
２
２
日
長
中
局
よ

り
「
評
価
結
果
の
修
正
は
行

わ
な
い
」
と
す
る
通
知
書
を

受
け
取
り
ま
し
た
。
私
が
主

張
し
た
「
当
該
の
部
長
（
以

下
、
部
長
）
が
行
っ
た
フ
ィ

ー
ド
バ
ッ
ク
対
話
で
の
評
価

結
果
説
明
に
瑕
疵
が
あ
る
」

に
は
触
れ
る
こ
と
な
く
「
修

正
は
行
わ
な
い
」
と
の
通
知

で
し
た
。 

部
長
は
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク

対
話
で
、
評
価
を
下
げ
た
要

因
は
「
３
項
目
す
べ
て
に
お

い
て
ゆ
う
パ
ッ
ク
誤
配
」。
合

わ
せ
て
、
私
の
業
績
・
行
動

に
つ
い
て
『「
ほ
と
ん
ど
出
来

て
い
る
」、
け
れ
ど
「
常
に
と

言
え
ば
ど
う
か
」
と
い
う
こ

と
で
こ
の
評
価
に
し
た
』
と

説
明
さ
れ
ま
し
た
。 

と
言
う
こ
と
は
、
各
項
目

の
観
察
ポ
イ
ン
ト
の
「
仕
事

上
の
間
違
い
は
ほ
ぼ
な
か
っ

た
」「
事
務
処
理
上
の
ミ
ス
が

な
か
っ
た
」「「
正
確
・
適
切

に
処
理
し
て
い
る
」
と
い
う

点
が
、
誤
配
が
あ
り
「
出
来

て
い
な
か
っ
た
」
と
い
う
こ

と
に
な
り
ま
す
。
他
の
評
価

ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
は
、
個

別
の
言
及
が
な
か
っ
た
こ
と

か
ら
「
ほ
と
ん
ど
で
き
て
い

る
」
と
評
価
し
て
い
た
だ
い

た
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。 

し
か
し
私
が
今
回
、
苦
情

相
談
申
立
を
行
う
と
、
部
長

は
課
長
や
課
長
代
理
に
「
〇

〇
の
ミ
ス
」
を
洗
い
出
し
て

く
れ
と
指
示
し
私
の
ミ
ス
を

探
し
ま
し
た
。
長
中
局
か
ら

の
「
苦
情
相
談
申
立
通
知
理

由
」
の
中
に
も
、
フ
ィ
ー
ド

バ
ッ
ク
対
話
で
は
評
価
を
下

げ
た
理
由
と
し
て
説
明
さ
れ

な
か
っ
た
「
ミ
ス
」
が
記
載

さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
そ

れ
を
も
っ
て
「
ほ
と
ん
ど
出

来
て
い
る
」
と
い
う
フ
ィ
ー

ド
バ
ッ
ク
対
話
時
の
部
長
の

説
明
が
、「
常
に
（
ほ
と
ん
ど
）

出
来
て
い
る
と
は
い
え
な

い
」
と
間
違
っ
て
い
た
と
通

知
さ
れ
ま
し
た
。 

私
は
評
価
を
下
げ
た
理
由

が
間
違
っ
て
い
た
と
し
な
が

ら
、
説
明
も
謝
罪
も
な
い
ま

ま
評
価
を
修
正
し
な
い
と
通

知
さ
れ
た
こ
と
に
納
得
が
い

き
ま
せ
ん
。
部
長
の
評
価
・

説
明
が
間
違
っ
て
い
た
の
に

修
正
し
な
い
と
い
う
こ
と
は
、

人
事
評
価
制
度
が
正
し
く
機

能
し
て
い
な
い
と
考
え
ま
す
。 

以
上
が
、
組
合
員
か
ら
の

報
告
で
す
。 

支
部
は
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク

後
に
、
部
長
自
身
が
把
握
し

て
い
な
か
っ
た
「
ミ
ス
」
を

役
職
者
に
洗
い
出
さ
せ
る
行

為
は
、
苦
情
相
談
者
を
委
縮

さ
せ
る
行
為
だ
と
し
て
抗
議

し
ま
す
。
ま
た
報
告
に
も
あ

る
部
長
の
説
明
が
「
間
違
い

だ
っ
た
」
と
い
う
フ
ィ
ー
ド

バ
ッ
ク
は
無
効
だ
と
考
え
ま

す
。
相
談
者
が
納
得
す
る
対

応
を
求
め
ま
す
。 

 

 

全労協・郵政産業労働者 

ユニオン長崎中郵支部 

機関紙・ 「みらい」 

ＮＯ．４５８０ 

25 年９月１６日（火） 

℡･Fax 095-828-1953 

文責 支部書記長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

期間雇用パート労働者の皆さん! 困リごとは職場の郵政ユニオンへご相談を。      

1 集-海江田, 2 集-向井, 3 集-山田, 支部・分会の役員へ。        

苦情相談申立書（抜粋） 

私は今回の評価で「お客様サービス」「業務プロセス」「正

確・迅速」の３項目について評価結果が下がりました。6

月 10 日に行われた人事評価結果のフィードバックでは、

上記 3項目すべてについて、ゆうパック誤配（昨年 12月）

があったため（評価を下げた）と説明されました。 その

上で苦情相談を申し立てた理由を述べます。 

まず 1つに、フィードバック対話では部長は私の行動に

ついて『「ほとんどできている」、けれど「常に」と言えば

どうかということでこの評価にした』と説明されました。

「常に」出来ていなければ◎ではないと、1 回のゆうパッ

ク誤配だけで 3項目で◎を〇に下げたことは評価基準から

逸脱していると考えます。 

２つに、人事評価は客観かつ公平に行うとされています

が、フィードバック対話の中で部長は「私はこう判断した」

と何度も言っています。これでは客観かつ公平に評価した

のではなく「部長の個人的な基準による判断」だったとも

受け取れます。個人的な感情でなされたのかと思ってしま

う今回の評価には不服があります。 

３つに、長中局集配部には私と同様に対面誤配を起こし

社員がいます。しかしこの社員は上記３項目の中で「お客

様サービス」は◎から〇に評価が下がりましたが、他の「業

務プロセス」「正確・迅速」の各項目は自己評価の◎のま

までした。同じく対面誤配があったにもかかわらず評価が

異なることに不満があります。 

部長の個人的な判断による評価ではなく、第三者による

客観的かつ公平な評価を求めるため、苦情相談の申立てを

行います。 


